
第２３回 本巣市 算数・数学甲子園２０２０ 解答例
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Ａ町からＣ町の距離をｘkm、Ｂ町からＣ町の距離をｙkm とします。

速さは距離÷時間で表され、出発してから２人が出会うまでの時間を○時間とすると、

もとまるくんと花子さんの速さの比はｘ/○：ｙ/○＝ｘ：ｙとなります。

また、２人が出会ったあと、もとまる君は４５分でｙの距離を、花子さんは８０分でｘの距離を

進むことになるため、２人の速さ比は、もとまる君：花子さん＝ｙ /４５：ｘ /８０

これらのことから、ｘ：ｙ＝ｙ /４５：ｘ /８０になり、これを解いていくと、

ｘ２：ｙ２＝１６：９ よって、ｘ：ｙ＝４：３となります。ゆえに、ｘ＝７０×４/７＝４０ｋｍ
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ａは共通なので、面積の比はｂ：ｃとなります。

よって、ｂ：ｃ＝１４４：２１６＝２：３

つぎに、イの長方形とエの長方形について、

ｄは共通なので、面積の比はｂ：ｃとなります。

よって、イの面積＝エの面積×２/３＝９６×２/３＝６４ｃｍ２

イは正方形なので、ｂの長さは８ｃｍとなり、体積は、２１６×８＝１７２８ｃｍ３

（ア）と（ウ）より、父とそうた君の差は２９才。

（イ）と（エ）より、母とそうた君の差は２７才。

これらの結果と（オ）より、簡単に線分図に表すと、

そうた君の年齢＝（９８－２９ー２７）÷３＝４２÷３＝１４才

そうた君の年齢１４才をそれぞれ当てはめていくと、答えがでてきます。

３
角にある３が対称の位置にあるので、すべての面に３があります。

しかし、立方体は２個しか使っていないので、大きな立方体の中央にある

立方体に書かれている数字は３となります。

（中学生用）

ａ＋ｇ＋ｉ＋ｃ＝２０

ｂ＋ｄ＋ｈ＋ｆ＝２０

１～９の数をすべて足すと４５なので、

ｅの数は、４５－２０－２０＝５

真ん中の数が決まったので、あとは２０になるように

組み合わせをいろいろと試すと、答えの図となります。

右図は、直方体の展開図の一部です。

アの長方形とウの長方形について、

そうた 14 才

父 43 才

母 41 才

姉 17 才

弟 12 才
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小・中共通問題
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241

全部、分かったかな？

また、来年度も挑戦してね！

円

それぞれ次の三角形と回転して同じ形になるものが、

５個 ５個 ５個 ５個 ５個 ５個 ５個

全部で３５個あります。

○と△の線の長さはそれぞれ等しい。

大きな正方形の３辺の長さは、 ２５＋８＋３＝３６

大きな正方形の１辺の長さは、 ３６÷３＝１２

中くらいの正方形の１辺の長さは、１２－３＝９

小さい正方形の１辺の長さは、 １２－８＝４

したがって、面積は、

（１２×１２）＋（９×９）＋（４×４）

＝１４４＋８１＋１６

＝２４１ｃｍ2

1 9 0

十の位を切り捨てると 500 円になるのは、500 円、510 円、520 円、530 円、540 円、

550 円、560 円、570 円、580 円、590 円。

十の位を四捨五入すると 600 円になるのは、550 円、560 円、570 円、580 円、590 円、

600 円、610 円、620 円、630 円、640 円。

共通する値段は、550 円、560 円、570 円、580 円、590 円。

この中で３で割り切れるのは、５７０円だけです。

したがって、富有柿１個の値段は、５７０÷３＝１９０円


